
指定管理施設の管理運営状況等に係るモニタリング結果 様式7

１　指定管理施設の管理運営状況
（１）施設の状況

令和５年４月１日から令和１０年３月３１日まで E-mail supotsubunka@city.kiryu.lg.jp

評価対象期間 令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで

所在地

（1）桐生市民体育館（桐生市相生町3丁目300番地）
（2）桐生球場（桐生市相生町3丁目300番地）
（3）桐生球場附属球場（桐生市相生町3丁目300番地）
（4）桐生市民プール（桐生市相生町3丁目300番地）
（5）陸上競技場（桐生市元宿町17番33号）
（6）元宿庭球コート（桐生市元宿町17番43号）
（7）相生庭球コート（桐生市相生町3丁目300番地）
（8）相川庭球コート（桐生市相生町3丁目551番地）
（9）相撲道場（桐生市相生町2丁目487番地）
（10）桐生弓道場（桐生市相生町3丁目300番地）
（11）ユーユー広場（桐生市相生町3丁目番地）
（12）桐生境野球場（桐生市境野町7丁目1813番地）

施設名称

（1）桐生市民体育館
（2）桐生球場
（3）桐生球場附属球場
（4）桐生市民プール
（5）陸上競技場
（6）元宿庭球コート
（7）相生庭球コート
（8）相川庭球コート
（9）相撲道場
（10）桐生弓道場
（11）ユーユー広場
（12）桐生境野球場

所管課 市民生活部スポーツ・文化振興課

指定管理者名 公益財団法人　桐生市スポーツ文化事業団

問合せ先

電話 0277-46-1111（内線1435）

指定期間

指定管理業務内容

(1)　施設の使用許可に関する業務体育施設の使用申込みに対して、条例や規則に基づいて使用許可及び
　　使用の取り消し等の事務を行う。なお、施設等の使用料の減免については、市が決定する
　　ので、使用者に対しての事務手続きの仲介を行い、決定後の事務処理（手続き等）を行う。
(2)　施設等の使用料の徴収等に関する業務体育施設の使用許可（使用許可書の発行）にあたり、施設等
　　の使用料を徴収する。また、徴収した使用料を市へ納付する。
(3)　施設の使用調整に関する業務大規模な競技大会等については、使用年度の前年度に使用調整会議を
　　開催し、関係団体等と年間使用計画調整を行う。なお、関東、全国大会のように１年以上前に使用
　　日を決定する必要があるものについては、市と協議のうえ決定する。
(4)　施設及び設備の維持管理に関する業務体育施設を快適に使用してもらうための施設及び設備の保守
　　点検、修繕、清掃、警備、植栽管理などを行う。なお、大規模改修等に係る費用は市が負
　　担するが、小規模な修繕については、施設管理に付随するものとして、原則として、指定金額の範
　　囲内で１件３０万円未満のものは指定管理者が実施する。その際、緊急の場合を除き、事前に教育
　　委員会と協議し承認を得ること。
(5)　スポーツの普及、振興に関する業務（指定管理者の自主事業）指定管理者の企画によりスポーツの
　　普及、振興に関する事業（自主事業）を実施する。実施に際しては、事前に市と協議、調
　　整を行う。
(6)　市からの委託事業市から委託されたスポーツ関連事業を行う。なお、市
　　は、事前に指定管理者に協議、調整を行うこととする。
(7)　その他の業務
　　①　体育施設の管理運営に関する契約、申請、報告、届出等に関する業務
　　②　市及び市、桐生市体育協会やその他関係機関との連絡調整に関する業務
　　③　市が主催する競技大会などの事業参加申込みの経由事務などの業務
　　④　体育関連施設（桐生市南公園等）の使用案内業務
　　⑤　公衆電話料金の集金、納付に関する業務
　　⑥　体育施設に関するホームページの管理運営に関する業務
　　⑦　その他市が必要と認める業務
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（２）収支の状況 （単位：円）

事業収入

助成金収入

※指定管理業務及び自主事業に係る収支状況です（団体全体の収支状況ではありません）。

（３）利用の状況

管理費 20,046,433

業務受託収入 340,170 光熱水費 30,072,049

収入 支出

指定管理料 155,836,000 人件費 96,477,799

3,123,882

雑収入 266,173 15,908,523

収入合計 161,487,051 支出合計 162,573,524

503,000 租税公課費 67,900

特定資産取崩収入 1,417,826

法人会計負担金

820特定資産取得資金支出

使用料収入(円)
(市納付額)

24,542,663 28,230,480 29,337,660

利用料収入(円)
(指定管理者収受額)

0 0 0

令和5年度 令和6年度 令和7年度

年間利用者数(人) 268,447 302,657 314,931



２　モニタリング結果（所管課による評価）

評価の視点 評価項目
【参考】
指定管理者
自己評価

所管課
評価

サ
ー

ビ
ス
内
容

利用者対応

服装、あいさつ、態度などの接遇は適切であるか A A

利用許可、案内等を迅速かつ適切に行っているか A A

利用者に対して設備、備品等を適切に提供しているか B B

苦情対応 苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか A A

利用案内 利用方法を分かりやすく説明できる仕組みが構築されているか B B

維持管理

清掃、警備、衛生管理等を適切に行っているか A A

施設・設備の保守管理、修繕を適切に行っているか B

B

サービス内容に関する総括評価 B B

評価理由

相生庭球コート全面の砂入り人工芝コート化に伴う貸出方法の大幅変更に際し、利用者への丁寧かつ的確な説
明・周知を実施した結果、利用者の混乱を最小限に抑え、スムーズな新体制への移行が実現された。
苦情対応について、利用者からの意見を市と情報共有するとともに、迅速かつ適切に対応し、利用者のニーズに
合った運営に努められていた。

B

備品を適切に管理しているか B B

ソフト事業
仕様書等に定められた指定管理事業(ソフト事業)を実施しているか B B

事業計画書の即した自主事業を実施しているか B

B B

事業計画書に即し、計画的に研修等を実施しているか A A

現金管理 利用者からの料金徴収や現金管理等が適切に行われているか A A

人員体制

仕様書等に従った人員を過不足なく配置しているか A A

必要な資格、経験等を有する人員が確保されているか

再委託 再委託の内容は、事前に市の承認を受けており、適切であるか B B

緊急対応
事故、災害等の緊急時の連絡体制が確保されているか A A

緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練等が行われているか A A

情報公開 情報を適切に管理し、公表する体制が整備されているか A A

管理記録
業務日誌などを適切に整備・保管しているか A A

点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか A A

協定書等に従い、各種報告書を市に提出しているか A A

市や関係団体との連絡調整を適切に行っているか A A

労働条件 労働関係法令を遵守し、労働条件に問題はないか。 A A

法令遵守 その他、関係法令、条例等を遵守しているか。 A A

実施体制に関する総括評価 A A

評価理由

休館を最小限に止め、市民が「いつでも　どこでも　だれでも楽しめるスポーツを」の環境整備に寄与された。
情報公開に関する依頼について、依頼者の意図を踏まえた適切な公表を実施された。
市及び関係団体との「報告、連絡、相談」を密にし、信頼関係の構築に努められていた。
労働関係法の変化に対応するため、管理職を中心に研修を実施し、職員への周知を徹底することで、適切な法
令遵守体制の維持に努められていた。

実
施
体
制

施設管理 開館日や会館時間等を遵守しているか A A

連絡調整



３　改善方針（指定管理者に改善を求める事項）

B B

予算執行

その他

評価理由

スポーツ大会やスポーツイベントの開催時は、主催者側と協議、協働し、柔軟な姿勢で親切丁寧な対応及び事務
運営協力に努められていた。
老朽化が進む施設に対し、点検・整備記録の管理を徹底し、計画的な予防保全を実施した結果、設備トラブルの
発生を抑制し、安定運用の確保と維持管理コストの削減に寄与された。

サービス内容

実施体制

予算の範囲内で適切に予算を執行しているか A A

経費節減 経費が節減されている。または節減に向けた努力を行っている。 B B

収支状況に関する総括評価 B B

収
支
状
況

経理事務 指定管理料専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか B B

収支状況

評価理由
光熱水費などの経費が高騰する中、経費の見直しと安定した収入確保に取り組み、定められた範囲内で適正な
予算執行が図られていた。

総合評価 「サービス内容」、「実施体制」、「収支状況」の総括による総合評価 B B

収支状況

収支予算書を比較して、収支状況は妥当である。 B B

経営状況 経営状況は安定している。

【評価区分】
項目評価

Ａ(優良) 協定書、仕様書等の内容を遵守し、市の要求水準よりも優れた管理内容である。

Ｂ(良好) 協定書、仕様書等の内容を遵守し、市の要求水準に概ね沿った管理内容である。

Ｃ(課題有) 協定書、仕様書等の内容を遵守しているが、管理内容の一部に課題がある。

Ｄ(要改善) 協定書、仕様書等の内容を遵守しておらず、管理内容の改善が必要である。

総括評価

Ａ(優良) 評価基準が全てＢ以上であり、かつＡが過半数以上である。

Ｂ(良好) 評価基準が全てＢ以上である。（上記以外）

Ｃ(課題有) 評価基準が全てＣ以上である。（上記以外）

Ｄ(要改善) 評価基準にＤが含まれている。

総合評価

Ａ(優良) 総括評価が全てＢ以上であり、かつＡが２つ以上である。

Ｂ(良好) 総括評価が全てＢ以上である。（上記以外）

Ｃ(課題有) 総括評価がＣ以上である。（上記以外）

Ｄ(要改善) 総括評価にＤが含まれている。

↓

↓


